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※　写真撮影：元気ジョブ・大加瀬

　ライフでの義援金集めは、ライフ本部（札幌市西区琴似2条5丁目3-5マンションMOMO１F）、
コンブリオ・ひだまり、カフェドキバリヤ、ひだまり配送センターなどで集めていますので、ご協
力をお願いいたします。
　ここで集められた義援金は、ゆめ風基金を通じて、東北関東大震災障害者救援本部（仙台市事務
局）へ送り、被災障害者のために使われます。
　また、5月5日（木）10時から15時まで、ライフの新事業としてスタートしたリサイクル環境事業
の拠点のひとつである、札幌市厚別リユースプラザ（厚別区厚別東３－１）においてもこどもの日
のイベントを行いますが、ここでも支援の呼びかけを行いますので、ご参加いただき、ご協力をい
ただければ幸いです。
　今回の震災はあまりにも規模が大きく、行政ですら地域で暮らしている障害者の情報をなくして
いるために、情報を全く把握できていないということです。こうした時だからこそ、同じ障害を持
つ者としての目線で支援できる支援の仕方があるだろうと思っています。

● ゆめ風基金
 〒533-0033　大阪市東淀川区東中島1-14-1　シティハイム108
 TEL（06）6324-7702　　FAX（06）6321-5662
 郵便振替口座　００９８０－７－４００４３
 加入者名　　　ゆめ・風基金

●「被災地障がい者センターみやぎ」
 仙台市太白区長町１－６－１　CILたすけっと内
 TEL（080）3303-3130/（080）3303-3131
 FAX（022）248-6016

●「被災地障がい者支援センター福島」
 郡山市朝日2丁目21-10　YKビル102　
 JDF被災地障がい者支援センター福島
 TEL（080）6007-8531　FAX（024）925-2428

●「被災地障害者支援センター岩手」
 盛岡市本宮1-3-20　光立ビル１F
 TEL（080）3303-3135/（080）3303-3136
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代表取締役　冨田　一幸

　大阪ビルメンテナンス協会とエル・チャレンジは、総合評価入札を機に連携を深

め、共同して天神祭での「ビルメン御輿」や「障害者就労支援スタッフ養成講座」に取り組んでいる。全国ビルメン

テナンス協会も自らを「新雇用産業」と位置づけて、大阪協会の取り組みを高く評価し始めてきた。

　すでに雇用率10％以上の企業も10社近く出てきて、中には障害者で20％、就職困難者も入れると30％を超え

る企業も出てきている。障害者雇用はその企業の「雇用管理」の転換をもたらし、企業内の「労働市場の再発見」

につながりはじめている。さらには、発注先の社会福祉法人と提携し、「園芸福祉」プログラムを開発した企業もあ

る。ビルメン企業に福祉を志す若い人が就職し始めた。

　ある企業は「社会のために始めたことが会社のためになった」と概括したが、「企業の社会貢献（CSR）」とは違

う「社会志向企業」が登場したことを感じさせる。いわばエル・チャレンジのような「中間労働市場事業体」、大阪

のビルメンテナンス企業に現れた「社会志向企業」、そして滋賀県等のような「社会的事業所」、少なくとも３つの

型の「社会的企業」のモデルが出てきたのである。

「新雇用産業」への飛躍

　大阪府立公園に指定管理者制度が導入されたことから、知的障害者をホームレスに置き換えた試みを始めた

のは２００６年からだった。「働く意欲は働くことから」は「公園で寝てる人から公園で働く人へ」に、「施設なき授産」

は「ホームレス就労体験事業」に、「非営利と営利の事業協同組合」は「非営利と営利の都市公園管理共同体（Ｊ

Ｖ）」に、「総合評価入札」は「指定管理者選考に福祉点数」に置き換えた。そして、中間支援の役割はＮＰＯ釜ヶ崎支

援機構と(株）ナイスくらし応援室が担った。都合３回の指定管理者選考を経て、都市公園管理共同体は１８公園

中５つの公園を受託した。しかし、橋下知事が選考をやり直させ、一気に価格競争に傾くなど、前途は多難である。

　我々は、２００６年秋、イギリス、イタリアの社会的企業、社会的協同組合を訪問し、「ソーシャル・ファーム」を学

んだ。「(職業訓練ではなく）きみも働いてみないか」、「いい仕事をしたい」・・・刺激的な視察だった。

　都市公園管理共同体は、「園芸福祉」「菜の花プロジェクト」「レンタサイクル」「犬のトイレ」等のプロジェクトを

生み出した。「公園を管理するＶＳ公園を活かす」という争点も創り出した。「いい仕事を、みんなでやる」という理

念で、有限責任事業組合(ＬＬＰ）でホームレス支援の「まちの花屋Ｂon」、合同会社(ＬＬＣ）で「おしごと興業」も創っ

た。おしごと興業は、八尾市内の作業所やＮＰＯ等９団体が参画して、仕事興しを業とするが、仕事だけじゃなくて、

住民も公園の運営に参画するという意味で「みんなでやる」としたところにも、ソーシャル・ファームの趣旨を盛り

込んだ。

　「中間労働市場事業体」「社会志向企業」「社会的事業所」に続いて「ソーシャル・ファーム」という「社会的企

業」の４つめのモデルを公園管理で描こうとしたものだ。障害者やホームレス、住民の多様な参加、働き方を考え

たのであって、「雇う、雇われる」或いは「資金に還元される」だけが働くということではない。

「いい仕事を、みんなでやる」都市公園管理共同体

　政策随契で清掃業務を受託していた国際障害者年記念施設(ビッグアイ）が「事業仕分け」を受け、国による競

争入札になり、職場を失う危機に直面したことから、エル・チャレンジは反転攻勢に出た。

　結果は、政策随契が実質的に維持されることになったので、障害者の当事者団体が改組した社会福祉法人と、

旅館業法登録のビルメンテナンス企業と、協働事業のスペシャリスト(株）ナイスの３社が「ビッグアイ共働体」と
いうＪＶを組み(落札後にエル・チャレンジも参加予定）、２０１１年２月、入札に参加した。
　訪欧の際に知ったソーシャル・ファームによるホテル経営がモデルになったのだが、落札できれば、エル・

「ビッグアイ共働体」で新しいソーシャル・ファーム

入札制度に挑んだ障害者雇用 Vol 2
大阪知的障害者雇用促進建物サービス事業協同組合理事長

株式会社 ナイス 　２００９年、国の独立行政法人・能力開発機構が設置した大阪の地域職業訓練センター、Ａ’ワーク創造館が

橋下知事の改革で事業終結となった。そこで我々は、民間活力による公募を提案し、「有限責任事業組合(ＬＬＰ）

大阪職業教育協働機構」を創った。名だたる企業が説明会に来たが採算が合わないと断念するなか、３年契約

で受託した。そして、コストを１／２に、利用者を２倍にして再生させた。我々がめざしたのは、公と民の職業訓練

の「隙間」のような役割、いわば、「社会的コミュニティ・カレッジ」の模索だった。ところが「事業仕分け」で国が地

域職業訓練センターを一方的に廃止し、我々は３年契約を１年残したまま彷徨っている。

　一方、（株）ナイスは、企業内の非営利部門として「くらし応援室」を創り、「路情新聞」の発行や就労支援に取り

組んできたが、「支援する側、支援される側」の「二項対立」を超える取り組みを経て、「楽塾」という「学校」に行き着

いた。コンセプトは「遊びをまなび、学びをあそぶ」であり、遊びと学びを通じて「人として回帰する拠点」が楽塾と

いう趣旨である。

　我々は、「短大」のような地域の職業訓練校と、「定時制」のような地域の学校という両面からのアプローチで、

「いつでも、どこでも、だれでも、まなべる、まなび直せる」学校を、「公」でもない「民」でもない「社会（社会的企業）」

によって育むという新しい構想を模索している。「中間労働市場事業体」「社会志向企業」「社会的事業所」「ソー

シャル・ファーム」に続く、「社会的企業」の５つめのモデルは「学校」ではないだろうかという構想である。

「学校」という社会的企業戦略

　「福祉」「雇用」「産業」のトライアングルを好循環させる仕組みとして、３つの法律を提唱する。

　１つ目は、「中間労働市場法」で、地方自治法の「２号随契」にインセンティブ（奨励策）を与えるとともに、地方自

治法だけではなく、医療や福祉、建設、運輸、地域など他の市場にも広げられる法制度の整備である。エル・チャ

レンジの実績に基づけば、１００ヶ所１０年で１０万人の就労支援が可能である。

　２つ目は、「政策入札法」で、総合評価入札を促進するための法制度の整備である。公共調達は６５兆円市場と

推計されているが、わずか３０００億円で１０万人の雇用が可能となる。民主党では「社会的支援を必要とする人

たちの自立就労・雇用の場を創る議員連盟（自立就労議連）」が発足し、㈰公共調達、公的事業を活用した自立

就労・雇用の場の創出、㈪自立就労を含む総合評価入札の実現、㈫社会的事業体（ソーシャル・ファーム）の支

援促進を目的に掲げている。

　３つ目は、「社会的事業所法」で、炭谷茂さんは「２０００のソーシャル・ファームを！」と提唱されている。ソーシャ

ル・マーケットは７０兆円市場と推計されており、この新しい市場において、「困難を抱えた人たちを顧客に変える

事業体」をいわば「Ａ型」とし、「労働市場から排除された人たちと共に働く場を創出する事業体」を「Ｂ型」とし、「Ａ

＋Ｂ型」も含めた「社会的事業所」の支援促進が検討される必要がある。ソーシャル・マーケットこそ「やってあげ

る、やってもらう」ではなく「やっていこう」で拓く市場ではないだろうか。「社会的事業所」運動にはそんな可能性を

感じる。

　ところで、エル・チャレンジの「施設なき授産」、就労サポート事業の「多様な企業就労」、工賃倍増事業の

「ディーセント・ワーク」、社会的事業所の「共同労働」、生活保護支援の「半就労・半福祉」、或いは「短大のような、

定時制のような」職業教育支援は、いずれも「中間労働市場」であれ「通常労働市場」であれ、労働市場の中で「尊

厳ある地位」を承認するという「フル就業」戦略を意味している。

　振り返って、「最初のボタンをかけ直した」福祉と、「行政の福祉化」を選択した自治体と、「新雇用産業」に気づ

いた企業の三位一体が、悪循環の連鎖にあった現状を好循環に転換させて、「三方良し」のシンプルなシステム

を実現し、１０年維持している力となった。　　

　我々は、「法制度がないと公は動かない。儲からないと民は動かない。しかし、法制度がなくても、儲からなくても

社会問題は解決しなければならない」と言い続けてきた。「アナザウェイ（他に道はないか）」を探求するのが「社

会的企業」で、「３＋１」の力ということだ。（株）ナイスの社是は、「いい加減（湯加減のような）」な会社である。

「３つの法律」＋社会的企業

　

※本原稿は、本年１月29日に札幌で行った「障害者等の雇用を考える社会的事業所の役割」での発言原稿で、先月号の続きです。

チャレンジは清掃の委託事業者から施設全体の共同経営者となって、ソーシャル・ファームの新しい実践に
挑戦できると意気込んでいる。
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　２００９年、国の独立行政法人・能力開発機構が設置した大阪の地域職業訓練センター、Ａ’ワーク創造館が

橋下知事の改革で事業終結となった。そこで我々は、民間活力による公募を提案し、「有限責任事業組合(ＬＬＰ）

大阪職業教育協働機構」を創った。名だたる企業が説明会に来たが採算が合わないと断念するなか、３年契約

で受託した。そして、コストを１／２に、利用者を２倍にして再生させた。我々がめざしたのは、公と民の職業訓練

の「隙間」のような役割、いわば、「社会的コミュニティ・カレッジ」の模索だった。ところが「事業仕分け」で国が地

域職業訓練センターを一方的に廃止し、我々は３年契約を１年残したまま彷徨っている。

　一方、（株）ナイスは、企業内の非営利部門として「くらし応援室」を創り、「路情新聞」の発行や就労支援に取り

組んできたが、「支援する側、支援される側」の「二項対立」を超える取り組みを経て、「楽塾」という「学校」に行き着

いた。コンセプトは「遊びをまなび、学びをあそぶ」であり、遊びと学びを通じて「人として回帰する拠点」が楽塾と

いう趣旨である。

　我々は、「短大」のような地域の職業訓練校と、「定時制」のような地域の学校という両面からのアプローチで、

「いつでも、どこでも、だれでも、まなべる、まなび直せる」学校を、「公」でもない「民」でもない「社会（社会的企業）」

によって育むという新しい構想を模索している。「中間労働市場事業体」「社会志向企業」「社会的事業所」「ソー

シャル・ファーム」に続く、「社会的企業」の５つめのモデルは「学校」ではないだろうかという構想である。

「学校」という社会的企業戦略

　「福祉」「雇用」「産業」のトライアングルを好循環させる仕組みとして、３つの法律を提唱する。

　１つ目は、「中間労働市場法」で、地方自治法の「２号随契」にインセンティブ（奨励策）を与えるとともに、地方自

治法だけではなく、医療や福祉、建設、運輸、地域など他の市場にも広げられる法制度の整備である。エル・チャ

レンジの実績に基づけば、１００ヶ所１０年で１０万人の就労支援が可能である。

　２つ目は、「政策入札法」で、総合評価入札を促進するための法制度の整備である。公共調達は６５兆円市場と

推計されているが、わずか３０００億円で１０万人の雇用が可能となる。民主党では「社会的支援を必要とする人

たちの自立就労・雇用の場を創る議員連盟（自立就労議連）」が発足し、㈰公共調達、公的事業を活用した自立

就労・雇用の場の創出、㈪自立就労を含む総合評価入札の実現、㈫社会的事業体（ソーシャル・ファーム）の支

援促進を目的に掲げている。

　３つ目は、「社会的事業所法」で、炭谷茂さんは「２０００のソーシャル・ファームを！」と提唱されている。ソーシャ

ル・マーケットは７０兆円市場と推計されており、この新しい市場において、「困難を抱えた人たちを顧客に変える

事業体」をいわば「Ａ型」とし、「労働市場から排除された人たちと共に働く場を創出する事業体」を「Ｂ型」とし、「Ａ

＋Ｂ型」も含めた「社会的事業所」の支援促進が検討される必要がある。ソーシャル・マーケットこそ「やってあげ

る、やってもらう」ではなく「やっていこう」で拓く市場ではないだろうか。「社会的事業所」運動にはそんな可能性を

感じる。

　ところで、エル・チャレンジの「施設なき授産」、就労サポート事業の「多様な企業就労」、工賃倍増事業の

「ディーセント・ワーク」、社会的事業所の「共同労働」、生活保護支援の「半就労・半福祉」、或いは「短大のような、

定時制のような」職業教育支援は、いずれも「中間労働市場」であれ「通常労働市場」であれ、労働市場の中で「尊

厳ある地位」を承認するという「フル就業」戦略を意味している。

　振り返って、「最初のボタンをかけ直した」福祉と、「行政の福祉化」を選択した自治体と、「新雇用産業」に気づ

いた企業の三位一体が、悪循環の連鎖にあった現状を好循環に転換させて、「三方良し」のシンプルなシステム

を実現し、１０年維持している力となった。　　

　我々は、「法制度がないと公は動かない。儲からないと民は動かない。しかし、法制度がなくても、儲からなくても

社会問題は解決しなければならない」と言い続けてきた。「アナザウェイ（他に道はないか）」を探求するのが「社

会的企業」で、「３＋１」の力ということだ。（株）ナイスの社是は、「いい加減（湯加減のような）」な会社である。

「３つの法律」＋社会的企業

　

※本原稿は、本年１月29日に札幌で行った「障害者等の雇用を考える社会的事業所の役割」での発言原稿で、先月号の続きです。

チャレンジは清掃の委託事業者から施設全体の共同経営者となって、ソーシャル・ファームの新しい実践に
挑戦できると意気込んでいる。
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復帰しました 

佐藤 賢治 

はじめましてというかひさびさ、ごぶさたし

ております。私こと佐藤賢治は自分のおちどか

らけがしてしまい入院しておりました。 

今回のけがではっきりわかったおちどとは、

おちつきのない自分です。次回からはもっとお

ちつきのある自分になりたいとおもいます…

(笑)   

 
折り作業中の佐藤賢治さん 

 

春自問 
小黒 悠佑 

踊る、歌う、笑う、妄想する、癇癪を起こす、

筋肉を意識する、大きい声、混乱、過剰なボ 

ケ....スタッフのツッコミが入りスパーク！                            

遊んでいるわけではない、これがたねやだ 

これは「生きている」という仕事と言える。 

一人一人が人生の主人公だからそれぞれ「生」

を主張する。皆が必死に魂を燃やす。給料 up

も新しい仕事への挑戦もこの「生」の輝きが必

要だ。輝きを燃やす手助けができればいいが、

自分の発言や行動はこの輝きを消していない

か？やってみないとわからない。皆と切磋琢磨

して探して行きたい。 

 
かご拭きをしている南友康さん 

トイレ清掃がんばっています 

南 友康 

今回はじめてやったのはトイレカバーです。

金曜日にトイレカバーをとりかえます。最初は

むずかしいですが、すこしづつうまくなりたい

です。お風呂掃除はいつもとおりうまくやって

います。 
ロッカー掃除はてぬきしてしまったときが

ありましたが、てぬきしないでそうじをして   
います。これからも清掃がんばります。 

シュレッダー部のつぶやき、、、、 

シュレッダー事業部一同 
たねやにシュレッダー部が発足し、半年近く

経過しました。 
慣れてきたためか、最近スランプに陥ってい

る後藤さん。シュレッダーよりも自作の作品に   

気が取られてしまっています。 
彼を粘り強くサポートし、時には叱咤激励し

続ける小山さん。今後も後藤さんの「やる気ス

イッチ」を探し続ける小山さんです… 
 

 
後藤冬風さんを見守る小山譲さん 
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４月８
日(金

)

夜の部
門４月８
日(金

)

夜の部
門

コン・ブリオひだまりニュース！！コン・ブリオひだまりニュース！！

　たくさんの身内の方たちに来ていただきまし

た。ありがとうございます。

　まだまだ課題は山ほどありますが、今後も皆

さんのご意見ご希望などを聞き入れて、たくさ

んの方たちにご来店頂けるお店にしていきたい

と考えております。

　今後ともよろしくお願いいたします。

　また、５月ＧＷ明け

にグランドオープンす

る予定でしたが、山ほ

どの課題を抱えており

ます。スタッフ一同ご来

店下さるお客様に心地よ

いひと時をお過ごしいた

だけるよう今後とも努力いたしますので、今し

ばらくグランドオープンはお待ちいただく事に

なります。

石田　程哉

　たねやのウルクさんが４月１日から始まった
発寒リサイクルプラザの所長になることになり、
その祝賀会が行われました。小黒さんがギター
で祝福してくれました。たねやのメンバーのメ
ッセージがおくられよろこんでいました。

余田　知広

　忘年会で踊って楽しかった。新年会で踊って
楽しかった。

メンバーからの一言

プレオープンいたしました。
メニューの一部メニューの一部

  ☆飲み物☆
サッポロビール（中瓶）400円
日本酒（千歳鶴純米酒）350円
麦焼酎（喜多里）         300円
冷酒（千歳鶴純米生酒）500円

  ☆食べ物☆
その日のおまかせになりますので、

何が出てくるかはお楽しみ！！

値段は100円～300円で提供して
おりますが、今後メニュー並びに価格
の方も変更いたします。

その他おまかせ定食500円
　　　　　　　　　　　もございます。

メニューの一部メニューの一部
  ☆飲み物☆
サッポロビール（中瓶）400円
日本酒（千歳鶴純米酒）350円
麦焼酎（喜多里）         300円
冷酒（千歳鶴純米生酒）500円

  ☆食べ物☆
その日のおまかせになりますので、

何が出てくるかはお楽しみ！！

値段は100円～300円で提供して
おりますが、今後メニュー並びに価格
の方も変更いたします。

その他おまかせ定食500円
　　　　　　　　　　　もございます。

５月の夜の営業は毎週金曜日
　６日・13日・20日・27日になります。
　皆さまのご来店をお待ちしております。
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東日本大震災ー私たちにできること

門田　輝美

　東日本大震災で被災された方々に心よりお見舞

い、お悔やみ申し上げます。

　先の見通しもつかず、今だ余震の続く中、原発

事故はどんどん大規模になり、どれだけ不安な毎

日をおおくりのことでしょうか。

　家族や友だち、家や仕事までなくし、数々の思

い出の品まで自然に呑み込まれ辛い思いをしてい

る中、自分たちも被災者でありながら被災者の支

援をしている自治体の職員の方、自衛隊、警察、

消防の方、医療従事者の方、自分たちにできるこ

とから始めようとボランティアに励む高校生。｢支

援物資を通じて、全国からの熱い気持ちが伝わっ

てくる。乗り越えられない試練はない｣と未来に

向かって頑張っている姿を報道で見ると、私たち

の方が元気づけられ、勇気さえもらえます。

　また、住めるところがあり、着るもの、食べる

ものがあり、働ける場があることのありがたさを

改めて感じています。

　そんな私たちにできること、

今は日数も経っておらず人々の

関心も高く、支援も集まりやす

いかと思いますが、今だけでは

なくこれからもずっと継続して

支援していくことだと思います。

笑門来福

加藤　信一

　昔から｢笑う門には福来る｣といいますが、現在

の医学でも｢笑う｣ということが非常に重要視され

ています。笑うとＮＫ(ナチュラルキラー)細胞と

いうものが発生するそうです。なんとそれが｢が

ん細胞｣を破壊してしまうというのです。｢がん｣

だけではありません。あらゆる免疫能力が高まり、

その他の病気も軽快するというのです。それも｢腹

が立ってどうしようもない｣状態でも、造り笑顔

をするだけでＮＫ細胞は発生するそうです。

　実際に｢よしもと新喜劇｣を観る前と後の血液を

検査すると、ＮＫ細胞が増加しているそうです。

逆に｢頭にきた｣と、ひとこと言っただけで、体の

バランスが崩れるそうです。

　何か一生懸命というと、肩にちからを入れて眉

間にしわをよせているのを想像してしまいますが、

｢ニコッ｣としてリラックスするのも一生懸命かも

しれませんね。

貴重な体験をしました

岩崎　佑司

　今回、とある事務所で約３ヶ月間ボランティア

スタッフとして仕事をしていた時のことを書きた

いと思います。

　雪がまだシンシンと降り続ける日が多い１月に

お世話になりはじめました。初日はかまえたばか

りだったので、人員も少なく、自分も含め、片手

で足りるくらいの人数しか事務所内にはいません

でした。最初に行った仕事は、リーフレットにハ

ガキを差し込むという軽作業が中心でしたが、序々

に別の内容の仕事も増えてきて、毎日淡々とこ

なしていました。

　２月になると他の所からもボランティアスタッ

フの方が来ました。人見知りの激しい自分にとっ

ては、うまくしゃべることが出来ず、なかなか

仲良くなることが出来なかったのですが、しば

らくすると自然に世間話が出来るようになりま

した。

　３月になると活気づいてきて、毎日色々な仕

事があり、自分は朝から帰る時間までパソコン

で住所入力の仕事をしていました。久々にパソ

コンを触ったので、新鮮な気持ちで毎日入力す

るものが無くなるまで、やることができました。

　たくさんの人たちに支えられ、約３ヶ月間と長

いようで短い間でしたが、良い経験が出来たので

はないかと思います。

E-mail:mojiya＠npolife.net

撮影：
元気ジョブ・大加瀬
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http://ceron.jp/url/www.youtube.com/watch?v=hvFEffacY5g

雨にも負けず 
風にも負けず
雪にも夏の暑さにも負けぬ
丈夫なからだをもち
慾はなく
決して怒らず
いつも静かに笑っている
一日に玄米四合と
味噌と少しの野菜を食べ
あらゆることを
自分を勘定に入れずに
よく見聞きし分かり
そして忘れず
野原の松の林の陰の
小さな萱ぶきの小屋にいて

東に病気の子供あれば
行って看病してやり
西に疲れた母あれば
行ってその稲の束を負い
南に死にそうな人あれば
行ってこわがらなくてもいいといい
北に喧嘩や訴訟があれば
つまらないからやめろといい
日照りの時は涙を流し
寒さの夏はおろおろ歩き
みんなにでくのぼーと呼ばれ
褒められもせず
苦にもされず
そういうものに
わたしはなりたい

編集後記
　震災からまもなく2カ月が経とうしています
が、被災された方々はまだ現在進行形で非常に大
変な中に置かれています。さらには障害を持つ人
たちの状況も気になります。国や民間による支援
は始っていますが、長期的かつ継続的な支援が必
要となります。そのために自分に何ができるの
か。あるテレビ番組で被災地の物流について取り
上げたものがありました。大手の宅配会社の社員
が自主的に自社の人や車を使って支援を行い、そ
れが会社全体の支援につながっていくという話で
した。しかし、専門性はなくてもできる支援はた
くさんあります。（タケ）

　　アドボケイト　卯月号（第125号）

ＨＳＫ通信1973年１月13日第３種郵便物認可
2011年4月10日発行（毎月10日発行）通巻第469号

〒063-0812 札幌市西区琴似２条５丁目３-５マンションモモ１Ｆ

編集人/ＮＰＯ法人札幌・障害者活動支援センターライフ
事務局長　我妻　武

TEL 011-614-1873　FAX 011-613-9323

発行人/北海道身体障害者団体定期刊行物協会
細川　久美子

〒063-0868 札幌市西区八軒８条東５丁目４-18

Ｅ-mail　honbu@npolife.net
ホームページ  http://npolife.net/
郵便振替口座  02710-4-63485

　宮沢賢治は、岩手県川口村（花巻市）で生まれているが、賢治が生まれる約２か月前には三陸地
震津波や、その後の陸羽地震で岩手は大きな被害を被ったそうだ。
　生家は質屋を営んでおり、農家や経済的に困窮していた人たちの姿を子供の頃から見ていた賢治
に大きな影響を与えたともいわれている。
　そんな宮沢賢治の詩を今回の震災で良く聞くことになった。中でも宮沢賢治の死後発見された
「雨にもまけず」は自然と人間に畏敬の念の持った素晴らしい詩だと思っている。こんな時だからこ
そ改めてゆっくりと読み直してみたい。パソコンが使える環境にある方はYouTube（ユーチューブ）
で俳優の渡辺謙さんが朗読をしているのでご覧ください。

理 事　我妻　武

私の
オス
スメ

私の
オス
スメ

「雨ニモマケズ」

ご協力ありがとうございますご協力ありがとうございます

寄付金

星野　輝明様

アドボケ購読料

菊谷　みどり様
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